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平和統一運動次世代リーダー育成のための
「私から始まる平和統一大賞」青年スピーチ部門及びエッセイ応募原稿フォーマット

■「私から始まる平和統一大賞」とは

　’為に生きる’神様主義の真の愛を根本精神として国籍と思想、組織を超越して、国内外の韓民族の和合と統一の実現を目指す平和統一聯合は、2024年より平和統一運動を同世代や後に続いていく世代の力とするために、この賞を創設いたしました。

■今年の募集テーマは「喜び」
ちょっとした小さな喜びから、大きな喜びまで、自分が体験してきたエピソードが、今の時代に合う平和統一運動にどのように役に立つことができるのかを問いかけます。家族や友人・知人との出会い、大自然との出会いなど、様々なエピソードを募集いたします！

	応募条件
	平和統一聯合に所属している会員、担当者。または左記から紹介を受けた方。

	募集期間
	青年スピーチ部門：
募集日程及び大会日程は、ホームページ及び機関誌『平統解放』にてお知らせ致します。
※ 第１連合会（北関東・東京・南関東）、第２連合会（北海道・東北）、第３連合会（東海、北信越）、第４連合会（近畿・中国・四国）、第５連合会（九州・沖縄）において、2026年6月14日（日）まで地方予選を行い、それぞれ代表１名を選抜し、本部に映像提出。
会員及び一般部門　エッセイ募集：　2026年４月１日（水）～2025年６月14日（日）

	スピーチ
原稿規程
	【青年スピーチ部門】
５分以上７分以内（制限時間を超過した場合は減点）。※パワーポイント使用可。
【会員及び一般部門　エッセイ募集】
800字以上3000字以内、１人１点。
※両部門とも主となる言語を日本語で行うこと。部分的に韓国・朝鮮語、または他国の言語を使用しても良いが、日本語の意味を付け加えること。

	応募方法
	Wordファイルのまま、応募フォームよりご応募ください。※ 青年スピーチ部門に応募の方も、同様に原稿を提出してください。郵送、FAXでのご応募はご遠慮いただいております。

	発表
	2026年６月下旬　ホームページにて公開。
入賞者には、メールまたはお電話にて直接ご連絡をさしあげます。
両部門の大賞受賞者は、７月４日東京都内の記念行事でスピーチします。
その交通費は本部負担。




題名：「和睦と和平をもたらせる人になりたい」
お名前：平野優斗　青森支部
【青年スピーチ部門】
　こんにちは！
　私は平野優斗といいます。千葉県出身で今は青森教会で成和部長をさせていただいています。
　私は大学1年生の頃に2世のお姉さんに駅前で声をかけられたのをきっかけに家庭連合へ通うようになりました。伝道してくれたお姉さんや成和部長さんや2世の青年メンバーが良い人だったのでスポーツイベント等にも参加するようになりました。原理の勉強に対しては、自己啓発のようなものだと思っていました。なので自分なりに理解する事も多くありました。その時は神様の夢や願い。み旨ということに対してピンと来ていませんでした。あまり本質的な理解ができず、心霊が復興する体験もできていませんでした。
　そんな私の転換点となったのがもう1つの宗教との出会いでした。その宗教には大学の学内で伝道されました。最初はスポーツをしていると聞いたのでサークルかと思っていました。スポーツイベントに何回か参加するうちに勉強している内容があるから一緒に学んでみないかと誘われるようになりました。そして学んでみると、家庭連合の教えと全く同じ内容でした。
　そして、ここは家庭連合ですか？と聞いてみたところ、違うという答えが返って来ました。教えは同じなのに教祖も団体も違うという状況に混乱するようになりました。私はどちらの宗教を選択するかが今後の人生に大きく関わってくる事を感じていました。なので、どちらに行ったら良いか正しい道の答えを神様に願うようになりました。
　ある日は原理講師さんが悪魔みたいなものと、天使みたいなものを指差し、もの凄い剣幕で私に講義をしている夢を見ました。そして私は更に、真剣に、慎重に求めていかなくてはいけないという気持ちになりました。
　その時に家庭連合のほうで5日修練会に誘われました。私はその時にはすでにもう1つの宗教に行こう！と気持ちが傾いていました。その理由は、家庭連合では学ぶだけで、もう1つの団体では学びながらスポーツなどで実践する機会があったからです。実践した方が学びが深いと感じていた私は家庭連合をやめた方が私は成長できると感じていました。
　その事を家庭連合の方にも伝えましたが、否定せずによく聞いてくれたのを覚えています。5日修練会に参加したら良いという事はずっと家庭連合の教会に行くたびに言われていました。最終的には、同じ神様を信じているならどこでも神様を求めて行けると思い、5日修練会への参加を決意しました。5日修練会に参加してお父様の生涯路程を聞きました。その時に神様と人類のためにここまで自らを犠牲にして尽くして行った方はいないと感じ、講義中は涙が止まりませんでした。
　そのお父様の姿と教会でよく私の面倒を見てくださった成和部長やお姉さんの事が重なりました。この人たちも文鮮明先生の愛を実践しようとして生きている事に感動し、自分もそう生きれる人になりたいと思いました。
　そんな中、大学生3年生の時に教会の近くに寮ができる事になりました。私も寮生活をしたいと思い、入寮していくことになりました。そんな中で1人のお兄さんとの出会いがありました。そのお兄さんは朝起きるのが苦手な事もあり、訓読会に参加するために私や兄弟が朝起こしてあげる時がありました。ある日、もう1人の兄弟と一緒にそのお兄さんを起こしていると、おもいっきり足の膝を曲げて足で蹴り上げて来ました。その蹴りが私のお腹に入ってしまいました。
　その後私はそのお兄さんに対してやり返したい思いなど様々な思いが出てくるようになりました。しばらくして私の様子を心配してくれた成和部長がそのお兄さんの背景を共有してくれました。そのお兄さんのお母さんは既に亡くなっていました。そして、お父さんも身体的なハンディキャップを抱えていて、小さい頃からおばあちゃんに育てられてきたとの事でした。
　それを聞いて私は悔い改めました。私はそのお兄さんの親がどんな思いでこのお兄さんのことを育ててきたかったのか、その思いを無視して自分なりの考えでお兄さんのことを見ていたんだなと感じました。そして、そのお兄さんをを尊重し受け入れる事は、今まで必死に復帰の道を歩んできた先祖の方々を尊重し受け入れる事であると思いまして。
　もっと言えば、お兄さんを尊重し受け入れることは、その先祖の方々を導いてきた神様を尊重し受け入れる事なんだなと気づき悔い改めました。神様の深い愛の世界に気づくことができた経験だったので今ではお兄さんには感謝しています。
　信仰生活をする中で私は次第に、自分が沢山の愛を受けたように多くの人にその愛を伝えられる人になりたいと思うようになりました。そして公職になる決意をしました。
　公職1年目の2023年には、お母様の前でダンスをお捧げる機会をいただきました。その時のお母様の表情から全てを包み込む母の愛を感じました。お父様が生前語ってくださったのと同じく、今お母様は許し愛し１つになろう！と語って下さいました。
　最後に、お母様のみ言を胸に刻んで終わろうと思います。
　"天の真の愛を中心として本心と良心が一つになり、心と体が統一されなければなりません。家庭で父母と子女が和睦し、世界で国と国が和合し、そして天上と地上が合徳すれば、恒久的な平和世界はそのとき実現されるのです。"
　私も信出様が語ったように、真の父母様がいなくなった後の暗い夜を照らす１つの星となれるよう、和睦と和平をもたらせる人となっていきたいと思います。
　以上で終わります！ありがとうございました。
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